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笑遊会(長岡市)…躍動する踊りで見る者を魅了した
しょうゆうかい

｢よさこいソーラン｣（ハッスル賞）

新町区…キョロちゃん音頭に乗せて息のあった踊りを
披露（ハッスル賞）

市役所…今年も息の隠すあった｢相川音頭｣を披露
（チームワーク賞）

旭
町
区
…
結
成
二
年
目
の
旭
耀
会
総
勢
百
人
に
よ
る
踊
り
と

き
ょ
く
よ
う
か
い

大
た
る
み
こ
し
の
行
進
に
祭
り
は
最
高
潮
（
大
受
け
賞
）

東
町
区
…
家
内
安
全
、
無
病
息
災
、
交
通
安
全
を
願
い
披
露
し
た

「
東
町
神
楽
」
（
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
賞
）

10団体600人が参加 28日
仁和賀行進

本町区…災害に見舞われた栃尾を元気付けようと
応援団が力強いエールを送りました（大受け賞）

谷
内
一
丁
目
区
…
熟
練
し
た
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
に
子
ど
も
た
ち
の

太
鼓
を
組
み
合
わ
せ
た｢

和
・
日
本
の
祭
り｣

（
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
賞
）

谷内２丁目区…神輿や山車とともにお姉さんたちと一緒に鳴子を持って
踊る子どもたち。かわいい踊りが祭りに華を添えました（ユーモア賞）

大
野
町
区
…
み
こ
し
渡
御
に
参
加
し
た
大
き
な
山
車
と
と
も

に
子
ど
も
た
ち
が
元
気
な
踊
り
を
披
露(

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
賞)

両日とも参加したミスしだれ桜の
川上さん(中央)と上村さん(右)

仁
和
賀
行
進
の
開
始
に

先
立
ち
あ
い
さ
つ
す
る

馬
場
観
光
協
会
会
長



刈
谷
田
中
学
校
の
生
徒
た
ち
が

と
ち
お
祭
の
会
場
を
清
掃

今
年
は
、
男
子
の
部
に
十
一
チ
ー

ム
、
女
子
の
部
に
三
チ
ー
ム
、
子
供

の
部
に
六
チ
ー
ム
が
参
加
。
応
援
席

か
ら｢

が
ん
ば
れ
！｣

と
熱
い
声
援
が

飛
び
、
選
手
た
ち
は
顔
を
真
っ
赤
に

し
て
樽
み
こ
し
を
引
い
て
い
ま
し
た
。

息
も
つ
か
せ
ぬ
力
と
技
の
勝
負
に
、

詰
め
か
け
た
大
勢
の
観
客
か
ら
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

全日本樽みこし綱引き選手権大会28日

▲子供の部の決勝戦 ▼男子の部の決勝戦

刈
谷
田
中
学
校
の
生
徒
た
ち
が
、

と
ち
お
祭
終
了
後
の
二
十
九
日
早

朝
、
樽
み
こ
し
綱
引
き
選
手
権
大

会
会
場
の
中
央
公
園
や
花
火
観
覧

会
場
の
栃
尾
東
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
な
ど
で
、
ご
み
拾
い
を
行
い
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
同
校
生
徒
会
主
催
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
今
年
四
年

目
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

花火見物会場のごみを拾う生徒たち。
ごみは各自で持ち帰りましょう

▼女子の部の優勝チームを決めた戦い

男子の部 優勝：ＴＥＡＭ ＢＥＮ 雷神

女子の部 優勝：わいるどひっぷす

子供の部 優勝：若草ビクトリーグレート
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大 民 踊 流 し 27日

午後７時にスタートした大民踊流しには、浴衣を着た人、
仮装をした人など、昨年より８団体400人多い38団体2,200人
の人たちと一般の飛び入りの人たちが参加。谷内１丁目と滝
の下町の間は、参加者と栃尾甚句の囃子に誘われて集まった
大勢の見物客の熱気に包まれていました。

上の原町区の子どもたち

山田町有志会の皆さん表町区の子どもたち原町区の子どもたち

オール繊維の皆さん北荷頃区の皆さん

涼やかな浴衣姿で優雅に踊る滝の下町区の皆さん

栃尾甚句を踊る人たちで埋め尽くされた
谷内通り。２時間にわたった民踊流しは
華やかな雰囲気に包まれていました

祭を盛り上げた栃尾甚句保存会の皆さん



住
宅
団
地
で
八
月
十
日
、

中
越
大
震
災
の
被
災
者
と
泉

田
裕
彦
県
知
事
が
今
後
の
復

興
に
つ
い
て
語
り
合
う
「
知

事
と
語
る
震
災
復
興
座
談

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

座
談
会
の
冒
頭
、
泉
田
知

事
は
、
「
来
年
の
雪
が
降
る

ま
で
に
は
、
被
災
者
全
員
の

生
活
再
建
の
め
ど
を
立
て
た

い
。
今
日
は
、
皆
さ
ん
の
現

状
と
率
直
な
意
見
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
馬
場
市
長
も
、
「
仮
設
に
い

る
人
た
ち
は
、
雪
深
い
地
域
の
人
た

ち
が
多
く
、
前
途
に
不
安
を
持
っ
て

い
ま
す
。
被
災
者
の
生
の
声
を
聞
い

て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

座
談
会
に
は
、
住
宅
団
地
の
住
民

約
二
十
人
が
参
加
。
農
地
や
道
路
、

地
盤
の
復
旧
の
ほ
か
、
生
活
用
水
や

農
業
用
水
の
確
保
、
携
帯
電
話
の
不

通
地
域
の
解
消
な
ど
、
生
活
再
建
に

向
け
た
要
望
が
出
ま
し
た
。
泉
田
知

事
は
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り
に
現
在

の
状
況
と
今
後
の
見
通
し
を
聞
き
、

質
問
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

昨
年
の
７
・

集
中
豪
雨
災
害
で

13

被
害
を
受
け
た
吉
水
運
動
広
場
が
こ

の
ほ
ど
復
旧
。
同
広
場
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
で
八
月
四
日
、
吉
水
運
動
広
場

災
害
復
旧
事
業
完
成
記
念
「
第
二
十

四
回
栃
尾
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
優
勝
し
た
と
き
わ
会
の
稲
田

角
蔵
さ
ん
（
山
田
町
）
が
、
開
会
式

で
「
災
害
復
旧
さ
れ
た
新
し
い
コ
ー

ト
で
正
々
堂
々
と
戦
い
ま
す
」
と
選

手
宣
誓
し
た
後
、
馬
場
市
長
が
始
球

式
を
行
い
ま
し
た
。
出
場
し
た
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
愛
好
者
十
五
チ
ー
ム
八
十

八
人
は
、
三
十
度
を
超
え
る
暑
さ
の

中
で
白
熱
し
た
試
合
を
繰
り
広
げ
て

吉
水
運
動
広
場
が
復
旧

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

い
ま
し
た
。

※
結
果
は
は
な
ま
る(

十
六
ペ
ー
ジ)

お
り
な
す
で
八
月
二
十
日
、
住
宅

団
地
の
住
民
た
ち
を
招
待
し
、
と
ち

お
復
興
コ
ン
サ
ー
ト
「
Ｓ
ｗ
ｉ
ｎ
ｇ

ｉ
ｎ
ｇ

ｊ
ａ
ｚ
ｚ

Ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ

ｉ
ｎ

Ｔ
ｏ
ｃ
ｈ
ｉ
ｏ
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

来
場
し
た
約
五
百
人
の
聴
衆
は
、

Ｓ
ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
ｉ
ｎ
ｇ

ｊ
ａ
ｚ
ｚ

と
ち
お
復
興
コ
ン
サ
ー
ト

ベ
ニ
ー
グ
ッ
ド
マ
ン

ト
リ
ビ
ュ
ー

ト

セ
プ
テ
ッ
ト
の
素
晴
ら
し
い
演

奏
に
、
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。
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住
宅
団
地
で

知
事
と
語
る
震
災
復
興
座
談
会泉田知事に被災地の早期復旧を

要請した馬場市長

泉
田
知
事
が
住
民
と
意
見
を

交
わ
し
た
座
談
会

東
谷
小
・
中
野
俣
小
が
元
の
学
び
舎
に
引
越
し

中
越
大
震
災
か
ら
約
十
カ
月
。
校

舎
が
損
傷
し
、
臨
時
移
転
し
て
い
た

東
谷
小
学
校
が
八
月
二
十
二
日
、
そ

し
て
中
野
俣
小
学
校
が
二
十
三
日
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
び
舎
に
戻
り
ま
し
た
。

引
越
し
作
業
に
は
、
給
食
調
理
員

や
市
内
の
小
学
校
の
先
生
な
ど
が
応

援
に
駆
け
付
け
、
汗
だ
く
に
な
り
な

が
ら
机
や
椅
子
な
ど
を
教
室
に
運
ん

で
い
ま
し
た
。

東
谷
小
学
校
で
は
、
五
・
六
年
生

も
お
手
伝
い
。
児
童
た
ち
は
「
友
達

と
遊
び
、
勉
強
し
て
き
た
学
校
で
卒

業
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
戻

っ
て
来
ら
れ
て
と
て
も
う
れ
し
い
で

す
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
中
野
俣
小
で
は
二
十
八
日
、

児
童
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
二
学
期
の
授
業

を
前
に
校
舎
を
き
れ
い
に
し
よ
う

と
、
廊
下
な
ど
の
清
掃
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

机を教室に運ぶ児童たち
（東谷小学校、８月22日）

はつらつとしたプレーを見せた選手たち

会場に美しい音色が響き
渡ったコンサート



と

き

月
８
日

10

（土）

と
こ
ろ

杜
々
の
森
名
水
公
園
、
大

平
山
周
辺

対

象

ど
な
た
で
も

参
加
費

五
百
円
程
度(

当
日
納
入)

募
集
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

▽
お
か
め
か
ぼ
ち
ゃ
絵
付
け
教
室

▽
て
ま
り
教
室
▽
木
工
教
室
▽
自

然
観
察
会
▽
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
か
じ
ご
焼
き
な
ど
）

※
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
い
ず
れ
も

午
後
か
ら
開
催
（
当
日
参
加
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
す
）

申
込
み
・
問
合
せ

月
５
日

ま

10

（水）

で
に
災
害
復
興
支
援
・
緑
の
百
年

物
語
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員

会
事
務
局
・
農
林
課
林
政
係

52

‐
５
８
４
７
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新しい外国語指導助手を紹介します

Kelly・Marie・Boren

今年７月任期を終えたヤラ・アン・マクレインさんに代わって、７月から市内の小・中学校
の外国語指導助手(ＡＬＴ)として１年間勤務する、ケリー・ボレンさんが着任しましたので紹
介します。
ボレンさんは、アメリカ出身でこれまでに２度来日。日本語は少ししか話せませんが、皆さ

んよろしくお願いします。

ケリー･マリー・ボレンさん
みなさんに会えることがと
ても楽しみ！栃尾のことを
教えてください。

1983年生まれ、22
歳。
アメリカのアレグ
ヘニー大学を卒業
し、２年前には長
崎へ留学。
走ることやバスケ
ット、ベースボー
ルなどのスポーツ
が趣味。
７月25日から１年
間勤務します。

皆さん、こんにちは！ケリー・ボレンです。
私は、テキサス州のヒューストンに生まれ、イリノ

イ州シカゴに転居することになった３歳の時までそこ
に住んでいました。私には10月で21歳になる弟ラヤン
と看護士をしている母マーラ、シカゴ市役所で働いて
いる父ビルの３人の家族がいます。
私は、ペンシルベニア州ミードビルのアレグヘニー

大学で英語、ジャーナリズム、アジアのことについて
勉強しました。学生新聞の編集に携わり、最後の年に
は編集長を務めました。
私は、これから栃尾市の小・中学校の子どもたちと

一緒に学べることをとても楽しみにしています。ベス
トを尽くして頑張ります。今から栃尾で働くことにと
てもワクワクしていますし、栃尾の人たちとともに、
英語だけでなくアメリカのことなどを学習できること
をうれしく思っています。
長崎にいたころに日本語を習いましたが、まだ少し

しか話すことができません。しかし、これから一生懸
命勉強して、栃尾の皆さんと交流していきたいと思っ
ています。皆さん、私に栃尾のことについて教えてく
ださい。
皆さんに会えることを楽しみにしています。

災
害
復
興
支
援

緑
の
百
年
物
語
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
参
加
者
募
集

二
十
一
世
紀
百
年
を
か
け
て
、
木
を
植
え
、
緑
を
守
り
育
て
る
緑
百
年

物
語
。
そ
の
五
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
災
害
復
興
支
援
・
緑
の
百
年
物
語

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
十
月
八
日
に
開
催
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
同
イ
ベ
ン
ト
で
行
う
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
の
で
、
事
務
局
に
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
日
程
や
内
容
な
ど
の
詳
細
は
、
次
回
（
広
報
と
ち
お
お
し
ら
せ

版
九
月
十
八
日
号
で
）
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

22世紀に緑の遺産を贈る
県民運動

にいがた｢緑｣の百年物語

間
伐
体
験
な
ど
を
行
っ
た
と
ち
お

緑
百
年
物
語
ふ
れ
あ
い
の
森
づ
く

り
（
大
平
山
、
昨
年

月

日
）

10

23

対
象
者

集
落
や
自
治
会
の
地
域
住

民
が
組
織
す
る
団
体
（
市
内
全
域

が
対
象
）

対
象
経
費

①
集
落
な
ど
の
再
生
や

活
性
化
の
た
め
の
プ
ラ
ン
づ
く
り

や
実
践
活
動
（
特
産
品
開
発
・
販

売
、
都
市
と
の
体
験
交
流
、
高
齢

者
の
生
き
が
い
づ
く
り
な
ど
）
②

地
域
資
源
や
景
観
の
再
生
活
動
③

活
性
化
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
④
被
災

し
た
防
犯
灯
や
掲
示
板
、
太
鼓
な

ど
の
修
理
お
よ
び
再
整
備

補
助
額

▽
①
…
経
費
の
二
分
の
一
、

一
地
区
二
百
万
円
ま
で
▽
②
③
④

…
通
じ
て
経
費
の
二
分
の
一
、
一

地
区
二
百
万
円
（
そ
の
う
ち
③
は

百
万
円
）
ま
で

対
象
期
間

①
…
平
成
二
十
三
年
度

集
落
の
再
生
や
活
性
化
の

取
り
組
み
に
支
援

ま
で
、
②
③
④
…
平
成
二
十
一
年

度
ま
で

対
象
者

一
部
損
壊
以
上
の
住
宅
で
、

県
産
焼
瓦
を
使
用
し
た
耐
震
工
法

に
よ
る
屋
根
工
事
を
行
う
人

対
象
経
費

県
産
瓦
の
材
料
費
お
よ

び
耐
震
工
法
の
標
準
的
な
施
工
に

要
す
る
経
費
（
旧
屋
根
の
撤
去
費

・
処
分
費
は
対
象
外
）

補
助
率

経
費
の
二
分
の
一
、
八
十

五
万
円
ま
で

対
象
期
間

平
成
二
十
一
年
度
ま
で

対
象
者

一
部
損
壊
以
上
の
被
害
を

県
産
瓦
使
用
屋
根復

旧
支
援

越
後
杉
で
家
づ
く
り

復
興
支
援

受
け
た
住
宅
を
再
建
す
る
人
で
、

越
後
杉｢

に
い
が
た
ブ
ラ
ン
ド
材｣

を
延
べ
床
面
積
一
㎡
あ
た
り
〇
・

〇
七

以
上
使
用
す
る
人

対
象
経
費

越
後
杉
の
購
入
経
費

補
助
額

経
費
の
二
分
の
一
、
百
万

円
ま
で

対
象
期
間

平
成
二
十
一
年
度
ま
で

対
象
者

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人

①
住
宅
や
宅
地
が
被
害
を
受
け
、

補
修
ま
た
は
、
県
内
に
住
宅
を

建
設
ま
た
は
購
入
す
る
人

②
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
に
、
金
融
機
関
な
ど
と
金
銭

消
費
貸
借
契
約
を
締
結
し
た
人

対
象
経
費

住
宅
金
融
公
庫
の
災
害

復
興
住
宅
融
資
ま
た
は
民
間
金
融

機
関
の
住
宅
ロ
ー
ン
の
返
済
利
子

対
象
融
資
額

▽
建
設
・
購
入
の
融

資
額
…
一
千
百
万
円
▽
補
修
（
宅

地
の
み
を
含
む
）
の
融
資
額
…
五

百
九
十
万
円

被
災
者
住
宅
復
興
資
金

利
子
補
給

利
子
補
給
率

▽
年
収
八
百
万
円
以

下
の
場
合
（
給
与
所
得
者
以
外
の

人
は
所
得
金
額
六
百
万
円
以
下
）

…
一
・
九
％
▽
年
収
八
百
万
円
超

の
場
合
（
同
所
得
金
額
六
百
万
円

超
）
…
一
・
〇
％

※
融
資
利
率
を
上
限

対
象
期
間

五
年
間

対
象
者

半
壊
以
上
の
住
宅
を
再
建

(

改
修)

す
る
人
で
、
屋
根
を
融
雪

式
、
落
雪
式
、
耐
雪
式
に
す
る
人

対
象
経
費

屋
根
工
事
費

補
助
額

工
事
費
に
〇
・
二
六
四
を

乗
じ
た
額
、
六
十
六
万
円
ま
で

対
象
期
間

平
成
十
九
年
度
ま
で

対
象
者

宅
地
の
復
旧
工
事
を
行
う

所
有
者
な
ど
で
、
住
宅
金
融
公
庫

な
ど
か
ら
融
資
を
受
け
る
こ
と
が

困
難
な
人

対
象
経
費

次
の
工
事
に
か
か
る
経

費
①
の
り
面
の
保
護
②
排
水
施
設

の
設
置
③
整
地
④
擁
壁
の
設
置
⑤

地
盤
調
査

な
ど

補
助
額

経
費
の
二
分
の
一
、
百
万

円
ま
で

雪
国
住
ま
い
づ
く
り
支
援

被
災
宅
地
復
旧
工
事

対
象
期
間

平
成
十
九
年
度
ま
で

対
象
者

住
宅
が
半
壊
以
上
の
被
害

を
受
け
、
世
帯
の
前
年
の
収
入
合

計
が
六
百
万
円
未
満
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
ま
た
は
そ

の
家
族

①
介
護
保
険
法
第
十
九
条
に
よ
る

要
介
護
・
要
支
援
認
定
者

②
身
体
障
害
者
手
帳
一
級
ま
た
は

二
級
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

③
療
育
手
帳
の
障
害
の
程
度
欄
が

｢

Ａ｣

の
人

※
家
屋
の
倒
壊
に
よ
る
建
て
替
え
、

新
築
も
助
成
対
象

対
象
経
費

住
宅
再
建
に
伴
う
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
に
要
す
る
経
費

▽
廊
下
や
ト
イ
レ
、
浴
室
な
ど
の

段
差
解
消
、
手
す
り
の
取
り
付
け

▽
階
段
昇
降
機
や
ホ
ー
ム
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
の
設
置

な
ど

補
助
額

▽
生
活
保
護
世
帯
…
経
費

全
額
▽
所
得
税
非
課
税
世
帯
…
同

四
分
の
三
▽
そ
の
他
の
世
帯
…
同

二
分
の
一

限
度
額

▽
高
齢
者
向
け
…
三
十
万

円
▽
障
害
者
向
け
…
五
十
万
円

対
象
期
間

平
成
十
九
年
度
ま
で

高
齢
者
・
障
害
者
向
け

住
宅
整
備
支
援

|||||広報とちお17.9.5|||||

中
越
大
震
災
復
興
基
金

住
宅
再
建
に
関
す
る
支
援
メ
ニ
ュ
ー

中
越
大
震
災
復
興
基
金
で
実
施
す
る
事
業
は
四
十
五
件
。
そ
の
中
で
、

住
宅
再
建
に
関
す
る
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

こ
れ
ら
は
、
実
施
事
業
の
一
部
で
す
。
詳
し
く
は
、
復
興
対
策
室

（

‐
２
１
７
５
）
に
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
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まちの話題
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いずみ苑納涼まつり ８／６

おりなす
みんな・みんなで盆踊り

れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
い
ろ
い
ろ
な

催
し
物
に
興
じ
、
昼
間
の
盆
踊
り
大

会
を
、
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

まちの話題

七
月
三
十
一
日
、
お
り
な
す
を

会
場
に
み
ん
な
・
み
ん
な
で
盆
踊

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

て
ま
り
ホ
ー
ル
の
照
明
を
暗
く

し
て
、
会
場
を
夜
の
よ
う
な
雰
囲

気
に
し
て
行
っ
た
盆
踊
り
に
は
、

い
ず
み
苑
の
入
所
者
や
幼
い
子
ど

も
連
れ
の
家
族
ら
が
参
加
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
皆
さ
ん
の
リ
ー

ド
で
、
大
き
な
円
を
描
い
て
栃
尾

甚
句
を
踊
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
に
は
射
的
や
ヨ
ー

ヨ
ー
釣
り
、
屋
台
な
ど
も
設
置
さ

東
大
橋
が
完
成
し
、

開
通
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

橋
長
三
〇
メ
ー
ト

ル
、
車
道
幅
員
八
・

○
メ
ー
ト
ル
と
片
側

三
・
五
メ
ー
ト
ル
の

歩
道
を
有
す
る
総
幅

員
一
一
・
五
メ
ー
ト

ル
の
東
大
橋
は
、
平

成
十
四
年
度
に
事
業

着
手
。
三
年
の
歳
月
を
か
け
建
設
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

開
通
式
で
は
、
地
元
住
民
や
中
野
俣
保
育
所
の
園
児
二
十

人
も
参
加
し
て
渡
り
初
め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
道
吹
谷
繁
窪
線

東
大
橋
が
開
通
し
ま
し
た
８
／
10

渡り初めに参加した中野俣幼稚園
の園児たち

今
年
も
い
ず
み
苑
で
納
涼
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、

入
所
者
や
地
域
の
人
た
ち
は
、
夏
の
夜
の
ひ
と

と
き
を
踊
り
や
屋
台
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
人

た
ち
約
七
十
人
が
や
ぐ
ら
な
ど
の
設
営
に
協
力

し
た
ほ
か
、
泉
区
の
子
ど
も
た
ち
が
太
鼓
と
笛

を
演
奏
。
納
涼
ム
ー
ド
は
一
層
盛
り
上
が
り
、

参
加
者
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

入所者と地域の人たちがやぐ
らを囲んで踊った納涼まつり

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

み
ん
な
仲
良
く
盆
踊
り

会場に設けられた射的で
遊ぶ子どもたち

栃
尾
の
民
俗
行
事

市
内
三
カ
所
で

石
積
み
８
／
７多くの石塔が立てられた

刈谷田川の河原

一つひとつ石を積み上げる人たち。
市内３会場で大勢の人たちが参加し
ました

時
ご
ろ
か
ら
お
年
寄
り
や
家
族
連

れ
が
集
ま
り
、
石
を
一
つ
ひ
と
つ

丁
寧
に
積
ん
で
い
ま
し
た
。

と
ち
お
の
石
積
み
実
行
委
員
会

の
青
柳
孝
三
委
員
長
は
、
「
栃
尾

の
ロ
ー
カ
ル
遺
産
と
し
て
後
世
に

伝
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

今
年
も
市
内
の
河
原
で
、
石

積
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
親
よ
り
早
く

死
ん
だ
子
ど
も
の
霊
が
毎
日
賽

の
河
原
で
石
積
み
を
さ
せ
ら
れ

て
い
る
た
め
、
子
ど
も
た
ち
の

霊
が
休
む
と
さ
れ
る
七
日
の
朝

に
、
こ
の
世
に
生
き
る
肉
親
た

ち
が
代
わ
っ
て
石
を
積
み
、
一

日
も
早
く
極
楽
浄
土
へ
行
け
る

よ
う
に
と
願
っ
て
始
め
た
も
の

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
会
場
は
、
刈
谷
田
橋

上
流
の
ほ
か
、
旭
橋
か
ら
平
橋

ま
で
の
間
、
刈
谷
田
川
と
西
谷

川
の
合
流
地
点
の
三
カ
所
。
五





か な こ

市
長
が
白
寿
の
お
祝
い

-



-



糖
尿
病
と
そ
の
予
備
軍
と
い
わ
れ

て
い
る
人
が
、
国
民
の
７
・
８
人
に

教
室
・
講
座

健
康
公
開
講
座

｢

糖
尿
病
を
知
ろ
う｣

１
人
と
い
う
数
に
上
っ
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
状
態
を
放
置
す
る
と
、

様
々
な
合
併
症
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

急
増
し
て
い
る
糖
尿
病
の
こ
と
を
知

り
、
予
防
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

と

き

月
４
日

時
〜

時

10

（火）
19

20

分
30

と
こ
ろ

文
化
セ
ン
タ
ー
「
大
会
議

室
」

講

師

中
井
望
さ
ん
（
栃
尾
郷
病

院
医
師
）

申
込
み
・
問
合
せ

９
月

日

ま

26

（月）

で
に
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

‐
５
８
３
６

52
江
戸
時
代
の
石
畳
が
残
る
旧
会
津

街
道
を
歩
き
ま
す
。
緩
い
上
り
坂
で

催

し

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

参
加
者
募
集

片
道
約
１
・
４
㎞
の
コ
ー
ス
。
歩
く

こ
と
に
自
信
が
あ
る
人
に
お
す
す
め

で
す
。

と

き

月

日

８
時
総
合
体

10

15

（土）

育
館
前
出
発
（
小
雨
決
行
）

と
こ
ろ

旧
会
津
街
道
石
畳
（
阿
賀

町
津
川
）

歩
行
時
間

約
１
時
間

分
40

対

象

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
、

通
学
し
て
い
る
小
学
生
以
上

参
加
費

二
千
円
（
保
険
料
な
ど
）

定

員

人
（
先
着
順
）

37

そ
の
他

雨
具
・
昼
食
な
ど
は
各
自

用
意

申
込
み
・
問
合
せ

９
月

日

か

20

（火）

ら

日

ま
で
に
参
加
費
を
添
え

22

（木）

て
総
合
体
育
館

‐
５
５
７
１

52

市
内
の
史
跡
な
ど
を
巡
り
、
そ
れ

に
ま
つ
わ
る
昔
話
を
聞
き
ま
す
。

と

き

９
月

日

時
〜

時

14

（土）
10

15

分
30

と
こ
ろ

栃
堀
・
入
塩
川
な
ど
、
文

栃
尾
む
か
し
ば
な
し巡

り

化
セ
ン
タ
ー
前
集
合
・
解
散

講

師

「
ろ
ば
た
会
」
の
皆
さ
ん

参
加
費

千
二
百
円(

昼
食
代
、
保

険
料
な
ど)

対

象

一
般
成
人

定

員

人
（
先
着
順
）

20

申
込
み
・
問
合
せ

９
月

日

ま

12

（月）

で
に
参
加
費
を
添
え
て
公
民
館

‐
２
０
２
０

52
守
門
の
里
で
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
へ
の
感
謝
の
意
味
を
込
め
て
、
感

謝
祭
を
開
催
し
ま
す
。

模
擬
店
や
ゲ
ー
ム
・
展
示
体
験
コ

ー
ナ
ー
な
ど
楽
し
い
企
画
が
盛
り
だ

く
さ
ん
で
す
。
ま
た
、
守
門
の
里
で

育
て
た
キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ
の
鉢
植
え
や

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
の
無
料
プ
レ

ゼ
ン
ト
（
先
着
３
０
０
人
）
も
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
来
場
く
だ
さ
い
。

と

き

９
月

日

時
〜

時

25

（日）
10

14

と
こ
ろ

守
門
の
里
（
知
的
障
害
者

更
生
施
設
・
楡
原
）

内

容

▽
ス
テ
ー
ジ
発
表
…
書
道

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
▽
模
擬
店

…
や
き
そ
ば
、
喫
茶
、
フ
リ
ー
マ

そ
の
他

守
門
の
里｢

感
謝
祭｣

ー
ケ
ッ
ト
な
ど
▽
展
示
体
験
コ
ー

ナ
ー
…
ア
ル
バ
ム
、
革
細
工
、
飾

り
爪
制
作
や
す
こ
や
か
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
市
内
小
中
学
校
生
徒
作
品

▽
そ
の
他
…
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、

あ
ぶ
ら
げ
の
実
演
無
料
試
食
、
豚

汁
の
無
料
サ
ー
ビ
ス

問
合
せ

守
門
の
里

‐
１
０
５

52

５

21
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おしらせ

各
・
種
・
相
・
談

相
談
は
無
料
で
す

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

□
行
政
相
談

○
９
月

日

時
〜

時

22

（木）
10

15

○
市
役
所
別
館
相
談
室
（
２
階
）

□
国
民･

厚
生
年
金
相
談

○
９
月

日

時
〜

時

21

（水）
10

15

○
市
役
所
市
民
相
談
室
（
２
階
）

□
家
庭
児
童
相
談

○
月
曜
日
〜
金
曜
日
９
時
〜

時
16

○
文
化
セ
ン
タ
ー
相
談
室

□
心
配
ご
と
相
談

○
毎
週
水
曜
日

時
〜

時

10

15

○
社
会
福
祉
協
議
会
（
新
栄
町
）

□
青
少
年
問
題
相
談

○
月
曜
日
〜
金
曜
日
９
時
〜

時
16

○
文
化
セ
ン
タ
ー
相
談
室

寄付御礼

▼
富
川
栄
助
さ
ん
（
山
田
町
）
…
仮
設
住

宅
用
と
し
て
自
転
車
十
台
い
た
だ
き
ま

し
た
。

▼
山
内
伸
治
さ
ん
（
長
岡
市
）
…
美
術
館

に
屏
風
一
双
、
書
四
幅
い
た
だ
き
ま
し

た
。

次のとおり市に寄付を
いただきました。
ありがとうございました。
(17.7.27～17.8.3)

今月の税金など

納期９月30日

▲

国民健康保険税▲

介護保険税▲

ガス水道
・下水道料金

第

回

謙
信
公
祭

38

｢

上
杉
謙
信
公｣

の
遺
徳
を
し

の
ぶ
謙
信
公
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

と

き

９
月

日
18

（日）

内

容

９
時
〜
柔
道
大
会
、

時
〜
市
民
茶
会
、

時
〜

13

14

剣
道
野
試
合
、

時
〜
記
念

15

講
演
「
上
杉
謙
信
と
直
江
兼

続
」
、

時

分
〜
祭
典

16

30

※
時
間
は
変
更
す
る
場
合
あ
り

と
こ
ろ

秋
葉
公
園
ほ
か

問
合
せ

栃
尾
商
工
会

‐
52

４
１
９
１
ま
た
は
観
光
協
会

‐
１
１
９
５

51

- -

と

き

前
期
…
９
月

日
17

〜

月

日

、
後
期

（土）

10

30

（日）

…

月
１
日

〜

月

11

（火）

11

27

日
（日）

※
会
期
中
展
示
替
え
を
し
ま

す
。

と
こ
ろ

栃
尾
市
美
術
館

展
示
作
品

装
束
や
面
な
ど

約
１
６
０
点

観
覧
料

（

）
内
は

人
以
上
の

20

団
体
割
引

一

般
…
七
百
円
（
五
百
円
）

大
学
・
高
校
生
…
五
百
円
（
四
百

円
）

中
学
生
以
下
…
無
料

★
特
別
割
引

今
回
特
別
に
設
け
た
も
の
で
す
。

ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
高
齢
者
割
引
（

歳
以
上
の
高

65

齢
者
）
…
三
百
円

※
運
転
免
許
証
な
ど
年
齢
の
わ
か

る
も
の
を
持
参
く
だ
さ
い

▽
リ
ピ
ー
タ
ー
割
引
（
２
回
目
以

降
の
来
場
者
）
…
三
百
円

※
観
覧
券
の
半
券
を
持
参
く
だ
さ

い

《
関
連
行
事
》

◆
「
能
装
束
講
座
・
作
品
解
説
会
」

と

き

９
月

日

・

日

17

（土）

18

（日）

・

月

日

・

月
６
日

10

30

（日）

11

（日）

・

日

・

日

・

日

、

13

（日）

26

（土）

27

（日）

い
ず
れ
も

時
〜

14

と
こ
ろ

美
術
館
２
階
展
示
室

講

師

山
口
憲
さ
ん
、
山
口
朋

子
さ
ん
（
山
口
能
装
束
研
究

所
）

※
当
日
の
観
覧
券
が
必
要
で
す

◆
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
能
装
束
着
付

け
実
演
と
演
能
（
部
分
）
」

と

き

月
５
日

時
〜

11

（土）
14

と
こ
ろ

美
術
館
１
階
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル

講

師

塩
津
哲
生
さ
ん
、
佐
々

木
多
門
さ
ん
、
塩
津
圭
介
さ
ん

（
喜
多
流
）

※
当
日
の
観
覧
券
が
必
要
で
す

◆
「
秋
の
呈
茶
席
」

と

き

裏
千
家
…
９
月

日
19

（祝）

・

日

・

日

・

月

23

（祝）

25

（日）

10

10

日

、
宗
徧
流
…

日

・

（祝）

16

（日）

11

月
３
日

・

日

・

日

（祝）

20

（日）

23

（祝）

茶

券

二
百
円

協

力

栃
尾
市
公
民
館
茶
道
教

室
受
講
生

◆
「
開
館
記
念
日
イ
ベ
ン
ト
」

と

き

月

日

11

23

（祝）

※
観
覧
者
に
ミ
ニ
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

あ
り
ま
す

休
館
日

月
曜
日
。
た
だ
し
、
祝
日

の
場
合
は
翌
日

問
合
せ

美
術
館

‐
６
３
０
０
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美
術
館

開
館

周
年
記
念
特
別
展

10

時
空
を
超
え
た
伝
統
の
美
と
技

能
装
束
の
世
界
展

「
能
」
は
、
舞
踏
、
劇
、
音
楽
、
詩
な
ど
の
諸
要
素
が
交
じ
り
あ
っ
た

約
六
百
年
の
歴
史
を
持
つ
、
日
本
が
誇
る
伝
統
芸
能
で
す
。
近
年
で
は
、

国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
の
世
界
無
形
遺
産
と
し
て

認
め
ら
れ
、
そ
の
芸
術
性
は
新
た
な
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
中
で
も
、

金
や
銀
を
用
い
た
色
彩
と
文
様
の
豪
華
絢
爛
な
能
装
束
は
、
簡
素
な
能
舞

ご

う

か

け

ん

ら

ん

台
の
上
で
ひ
と
際
映
え
、
そ
の
独
特
な
美
の
世
界
は
観
客
を
魅
了
し
ま
す
。

本
展
は
、
能
装
束
の
研
究
と
復
元
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
山
口
能
装
束

研
究
所
（
滋
賀
県
、
京
都
府
）
の
協
力
を
得
て
、
江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た

能
装
束
と
、
膨
大
な
時
間
と
手
間
を
か
け
て
調
査
研
究
し
復
元
さ
れ
た
能

装
束
を
中
心
に
、
室
町
時
代
や
江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
と
さ
れ
る
能
面
な

ど
も
含
め
約
百
六
十
点
を
展
示
。
復
元
の
過
程
な
ど
伝
統
的
な
染
織
技
術

も
紹
介
し
ま
す
。

織
物
の
ま
ち
栃
尾
市
に
ふ
さ
わ
し
い
、
日
本
染
織
美
の
最
高
峰
と
評
さ

れ
る
能
装
束
の
美
と
技
の
世
界
を
堪
能
で
き
る
展
覧
会
で
す
。

面 中将
（江戸時代中期）

厚板唐織 亀甲繋ぎ桜花文様
段替り（江戸時代）

唐織 扇に夕顔文様 段替り



-

と

き

と
こ
ろ

問
合
せ

-



□乳幼児健診

□

□

□

人口 ２３,８９３人 男 １１,６４６人 女 １２,２４７人 世帯数 ７,４２４
市のようす

８月末現在
死者 傷者交通事故

８月 12件

17年累計 41件

0 人

1 人

17人

48人



教
室
・
講
座



そ
の
他

催

し
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